
1.［被保険者記録照会回答票］などの写しを添付することで、記入を省略しても差し支えありません。

2.年金加入期間を記入いただく目的は、次の二つです。
　　①組合員は、自身が加入してきた年金制度について、改めて確認すること
　　②当共済組合は、当該組合員が過去に［ウ 厚年(国共)］若しくは［エ 厚年(地共)］又は［みなし被保険者］の期間の有無を確認すること
　　※当共済組合では、②以外の期間が詳細に記されていても、その期間について確認することはありません。

3.次のとおり、記入を省略しても差し支えありません。ただし、自身が加入してきた年金制度については、必ず把握しておいてください。
　　Ⓐ上記2の②以外の期間のみであるが、5期間以上ある→今回の資格取得となる直前の1期間のみ記入してください。
　　Ⓑ上記2の②の期間も、その他の期間も複数ある→最終の②の1期間と今回の資格取得となる直前の1期間を記入してください。
　　Ⓒ転入転出を繰り返している（地方職員⇔公立⇔市町村職員）→今回の資格取得となる直前の1期間のみ記入してください。

4.みなし被保険者期間については、離婚による［ウ 厚年(国共)］又は［エ 厚年(地共)］の期間がある場合に記入してください。

【履歴書について】

退職される際、組合員期間に係る履歴書をご提出いただく必要がありますが、当支部ではその手続きを代行し、県担当課又は各市町村教育
委員会等から履歴書の交付を受けます。

　　私の年金加入期間等について、上記のとおり報告します。

公立学校共済組合奈良支部長　殿

組合員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【年金制度について】

①［イ 厚年(一般)］：一般厚生年金被保険者に該当（②から④に該当しないもの）
②［ウ 厚年(国共)］：国共済厚生年金被保険者に該当（国家公務員共済組合員の期間）
③［エ 厚年(地共)］：地共済厚生年金被保険者に該当（公立学校・地方職員・市町村職員共済組合員などの期間）
④［オ 厚年(私学)］：私立学校教職員共済組合制度の加入者に該当

【年金加入期間の記入について】

月 日

月 日

年金未加入期間等

元号 年 月 日 元号 年

被扶養配偶者みなし被保険者期間

元号 年 月 日 元号 年

元号 年 月 日 元号 年

月 日

離婚時みなし被保険者期間

元号 年 月 日 元号 年 月 日

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年 月 日

月 日
 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年 月 日

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年 月 日

年
金
加
入
期
間

年金制度 資格取得年月日 資格喪失年月日 勤務先等 備考

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年 月 日

年金待機者
（番号） -

生年月日 　　　　　 　年　　　月　　　日 基礎年金番号

組合員番号 資格取得日 　 　　　　　年　　　月　　　日

-

年金加入期間等報告書
No.　　　　　

フリガナ 旧姓
所属所名

組合員氏名
　　　(性別)

所属所コード

年 月 日

（ 男 ・ 女 ）

昭和

平成
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年金加入期間等報告書の記入について
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【履歴書について】

退職される際、組合員期間に係る履歴書をご提出いただく必要がありますが、当支部ではその手続きを代行し、県担当課又は各市町村教育
委員会等から履歴書の交付を受けます。

　　私の年金加入期間等について、上記のとおり報告します。

公立学校共済組合奈良支部長　殿

組合員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【年金制度について】

①［イ 厚年(一般)］：一般厚生年金被保険者に該当（②から④に該当しないもの）
②［ウ 厚年(国共)］：国共済厚生年金被保険者に該当（国家公務員共済組合員の期間）
③［エ 厚年(地共)］：地共済厚生年金被保険者に該当（公立学校・地方職員・市町村職員共済組合員などの期間）
④［オ 厚年(私学)］：私立学校教職員共済組合制度の加入者に該当

【年金加入期間の記入について】

年金未加入期間等

日元号 年 月 日 元号 年

日

1.［被保険者記録照会回答票］などの写しを添付することで、記入を省略しても差し支えありません。

2.年金加入期間を記入していただく目的は、次の二つです。
　　①組合員は、自身が加入してきた年金制度について、改めて確認すること
　　②当共済組合は、当該組合員が過去に［ウ 厚年(国共)］若しくは［エ 厚年(地共)］又は［みなし被保険者］の期間の有無を確認すること
　　※当共済組合では、②以外の期間が詳細に記されていても、その期間について確認することはありません。

3.次のとおり、記入を省略しても差し支えありません。ただし、自身が加入してきた年金制度については、必ず把握しておいてください。
　　Ⓐ上記2の②以外の期間のみであるが、5期間以上ある→今回の資格取得となる直前の1期間のみ記入してください。
　　Ⓑ上記2の②の期間も、その他の期間も複数ある→最終の②の1期間と今回の資格取得となる直前の1期間を記入してください。
　　Ⓒ転入転出を繰り返している（地方職員⇔公立⇔市町村職員）→今回の資格取得となる直前の1期間のみ記入してください。

4.みなし被保険者期間については、離婚による［ウ 厚年(国共)］又は［エ 厚年(地共)］の期間がある場合に記入してください。

被扶養配偶者みなし被保険者期間

月

元号 年 月 日 元号 年 月

年 月 日元号 年 月 日 元号

離婚時みなし被保険者期間

元号 年 月 日 元号 年 月 日

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年 月 日

日
 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

月

年 月 日元号 年 月 日 元号

年 月 日 元号 年 月

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 年 月 日 元号 年 月 日

年
金
加
入
期
間

年金制度 資格取得年月日 資格喪失年月日 勤務先等 備考

 ア 国民年金　　　イ 厚年(一般)
 ウ 厚年(国共)　　エ 厚年(地共)
 オ 厚年(私共)　　カ その他

元号 日

９ ０

年金待機者
（番号） -

４ - ５ ６ ７ ８生年月日 　　　　　 　年　　　月　　　日 基礎年金番号 １ ２ ３

組合員番号 資格取得日 　    　　　年　　　月　　　日

所属所コード ５ ０ ０

年金加入期間等報告書
No.　　　　　

フリガナ 旧姓
所属所名

組合員氏名
　　　(性別)

０ ０ ０

年 月 日

（ 男 ・ 女 ）

昭和

平成

公 立 五 郎

コウリツ ゴロウ

11 ５ ５

何々小学校

令和 7 ４ １

元 5 5 学生

△△株式会社

何々小学校 教諭 公立共済

４ ４ 1

４ ４ 1 7 ４ １

7 ４ 1

公 立 五 郎

令和 7 4 1

R Ｒ

R R

R

記 入 例

９９９９９９
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